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研究成果の概要（和文）：研究課題について二つの視点から解明した。①社会人の学び直しニーズの促進要因と
抑制要因を明らかにする。②現職教員を対象にする教師教育の状況と課題を考察する。①については一般市民を
対象としたアンケート調査をおこなった結果、大学入学ニーズが一定程度見られたが、ニーズを高める促進要因
が弱く、ニーズを低める抑制要因が強いことが明かになった。②については現職教員の潜在的大学入学ニーズに
関するアンケート調査をおこなった結果、潜在的な大学入学ニーズが認められたが、「表出的学習ニーズ」と
「道具的学習ニーズ」の2類型を析出することができた。そこで、この2類型に基づく教師教育プログラムを再検
討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：The subject was inquired from two viewpoints. First, the needs of adult 
people to learn at universities were examined the factors to promote or restraint their needs by 
questionnaire. The result indicated that restraint factors were strong. Second, the needs of 
teachers to learn at universities were measured by questionnaires. Consequently their potential 
needs were divided in two types of expressive and instrumental. New teacher education program based 
on these two types must be examined.  
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１． 研究開始当初の背景 

大学での教員養成の対象者は，これまで

当然のように青年学生に照準を合わしてき

た。しかし，労働市場の流動化や個人のキ

ャリアの多様化，公立学校教員の年齢アン

バランス，あるいは今日の子どもや保護者

の諸変化に即応しうる教師の資質能力向上

の必要性を勘案するなら，教員養成の対象

者は柔軟に捉え直しつつ，養成教育の内容

や方法を再検討する必要がある。そこでさ

まざまな職業経験をもつ社会人を対象にし

た教員養成の可能性について種々の実態調

査に基づいて多角的に検討し，「成人学習」

の課題についても探究しながら，18歳人口

減少期に直面した大学での教員養成の新た

なモデルを開発したい。 
 
２． 研究の目的 

そこで検討したいのは教員養成の対象と

しての社会人である。ここで社会人とは，

高校または大学を卒業した後，一定期間に

何らかの職業経験ないし家庭での家事・育

児経験，あるいはボランティアなどの社会

参加の経験をもつ人々と捉える。検討課題

は，第一にそうした社会人が大学にどれだ

け在籍して教員養成課程でどれだけが学ん

でいるかという実態を明らかにする，第二

に社会人のなかで大学の教員養成課程で学

んで教師になりたいという潜在的欲求がど

れほどあるかを探る，第三に社会人を対象

にした教員養成教育の方法を開発する，そ

れらによって第四に対象として社会人があ

まり考えられてこなかった今までの固定観

念を払拭する，の四点である。 
 
３．研究の方法 

社会人を対象にした教員養成の可能性に

ついて，以下のような種々の調査に基づい

て検討する。①諸調査の枠組み構築に向け

た先行研究の文献調査。②実際に社会人が

教職課程に在籍する大学（院）や通信制大

学での事例調査。③社会人を経て教職に就

いた教師のインタビュー調査。④教育委員

会で教員採用と現職研修に関するインタビ

ュー調査。⑤大学エクステンションやカル

チャーセンターなど生涯学習の場での教員

志望二―ズに関するアンケート調査。⑥イ

ギリスとアメリカでの先進事例調査。以上

の諸調査結果を解析して，社会人教員養成

に関するプログラム開発を⑦学部レベルと

⑧大学院修士レベルで展開する。 
 
４．研究成果 

研究課題について二つの視点から解明し

た。①社会人の学び直しニーズの促進要因と

抑制要因を明らかにする。②現職教員を対象

にする教師教育の状況と課題を考察する。①

については一般市民を対象としたアンケー

ト調査をおこなった結果、大学入学ニーズが

一定程度見られたが、ニーズを高める促進要

因が弱く、ニーズを低める抑制要因が強いこ

とが明かになった。②については現職教員の

潜在的大学入学ニーズに関するアンケート

調査をおこなった結果、潜在的な大学入学ニ

ーズが認められたが、「表出的学習ニーズ」

と「道具的学習ニーズ」の 2類型を析出する

ことができた。そこで、この 2類型に基づく

教師教育プログラムを再検討する必要があ

る。 

 他方、多くの現職教員が学ぶ全国の教職大
学院についても、国立・私立の計数校を訪問
調査した。共通した課題は、教職経験の「省
察」がどこまで探究できるか、修士論文のス
タイルをいかに設定するかに関わって各大
学院で多様である。また、学部新卒者（スト
レートマスター）との共同授業の持ち方、研
究者と実務家教員とのチームティーチング
のあり方が各大学院で模索状態にあること
が明らかになった。 
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